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（５）農機具別の発生状況
（６）まとめ

２．農作業事故体験ＶＲを活用した事故防止対策
（１）農作業事故体験ＶＲのラインナップ
（２）農作業事故防止の学習プログラム
（３）ＶＲ機材等の活用方法



農業の死亡事故件数

全産業平均（1.2件）の約9倍！

建設業（5.9件）の約2倍！

就業者10万人あたり11.1件発生

②

（出典：令和6年2月農林水産省
「令和4年の農作業死亡事故について」）

■ 10万人あたりの死亡事故発生件数の推移

約２倍

約９倍

〇一般的に危険といわれている建設業の約２倍、
全産業の約９倍の数字であり、農作業事故の
未然防止は喫緊の課題となっています。

１ｰ１ 死亡事故の発生状況



ひと分野農作業事故のデータ

〇傷害共済
（農作業中傷害共済 等）

過去４年分

２万１，６３４件

くるま分野

〇自動車共済
（農業用車両の物損事故）

過去５年分

１万４，９９０件

共済金請求時の大量の事故状況データの中から
「農作業事故」とわかるデータを抽出

１ｰ２ 農作業事故データの現状

〇ＪＡ共済連は、農作業事故の全体像を
明らかにするため、共済金請求時の
事故状況データを分析しました。

傷害等も含めた件数は、統計データが不足

農林水産省が死亡事故数を公表

農作業事故の全体像は明らかにされていない

③



農作業事故全体＝年間64,238件発生

〇公表されていた死亡事故は、農作業事故全体
でみると、氷山の一角だったことがわかりました。

後遺障害事故＝死亡事故の約２倍

年間591件発生 

傷害事故＝死亡事故の約266倍

年間63,409件発生 

１ｰ３ 農作業事故の分析結果①

事故状況データの分析結果

（ＪＡ共済連推計）

④

238件

591件

2倍

63,409件

266倍

約6万4千件

１日あたり 約180件

農作業事故の全体像が明らかに！



①場所や天候などの 「環境」 ②農機具や生物などの 「物」 ③作業者である 「人」

１ｰ４ 農作業事故の分析結果②

〇特に「物」は多くの事故の原因となっており、重大事故につながりやすいことがわかりました。

〇事故データを分析することで、農機事故の特徴（⇒未然防止の対策）も明らかになりました。

農作業事故が発生する要因

× ×

・ ちょっとした油断

・ 機械・道具の欠陥

・ 条件の悪い環境で・・・ 

３つの要因が積み重なると？

⑤



１ｰ５ 農作業事故の分析結果③

優先して対処すべきリスク

発生件数 多
重症度 低

発生件数 多
重症度 高

発生件数 少
重症度 高

優先して対処
すべきリスク

⑥

重傷度 重傷度



１ｰ６ 農作業事故の概況①

⑦



１ｰ７ 農作業事故の概況②

⑧



乗用トラクター

●発生件数が多い！
 ＆重傷度が高い！

●発生件数が多い！
 (重傷度は低い)

圃場等で前進中の「転落・横転」

作業機等連結時の「刃への接触やベルト等
巻き込まれを除く、機械への接触」
乗降中の「作業者の転倒」

点検・手入れ時の「刃への接触やベルト等巻
き込まれを除く、機械への接触」

公私道を移動中（直進）の「転落・横転」
周辺作業中の「巻き込まれ」
作業機等連結時の「構造物と機械に挟まれ」

●件数が多い怪我の部位

●月別事故発生件数

※「共済金支払データに基づく農作業事故の要因・傾向分析」から抜粋

●重傷度が高い！
 (発生件数は少ない)

１ｰ８ 農機具別の発生状況①

⑨



田植機

●発生件数が多い！
(重傷度は低い)

●重傷度が高い！
 (発生件数は少ない)

乗降・苗交換中の「作業者の転倒」

公私道を移動中（直進）の「転落・横転」

●件数が多い怪我の部位

●月別事故発生件数

※「共済金支払データに基づく農作業事故の要因・傾向分析」から抜粋

１ｰ９ 農機具別の発生状況②

⑩



自脱型コンバイン

●発生件数が多い！
(重傷度は低い)

●重傷度が高い！
 (発生件数は少ない)

点検・手入れ時の「刃への接触やベ
ルト等巻き込まれを除く、機械への
接触」
周辺作業中の「巻き込まれ」

公私道を移動中（直進）の「転落・横転」

●件数が多い怪我の部位

●月別事故発生件数

※「共済金支払データに基づく農作業事故の要因・傾向分析」から抜粋

１ｰ１０ 農機具別の発生状況③

⑪



歩行型トラクター

●発生件数が多い！
＆重傷度が高い！

●重傷度が高い！
 (発生件数は少ない)

圃場で後進中の「構造物と機械に
挟まれ」
圃場で後進中の「巻き込まれ」

圃場等で前進中の「作業者の転倒」
圃場等で前進中の「巻き込まれ」

●件数が多い怪我の部位

●月別事故発生件数

※「共済金支払データに基づく農作業事故の要因・傾向分析」から抜粋

１ｰ１１ 農機具別の発生状況④

⑫



農用運搬機

●重傷度が高い！
(発生件数は少ない)

圃場で後進中の「転倒・横転」
圃場等前進中の「下敷き」

●件数が多い怪我の部位

●月別事故発生件数

※「共済金支払データに基づく農作業事故の要因・傾向分析」から抜粋

１ｰ１２ 農機具別の発生状況⑤

⑬



歩行用草刈機

●発生件数が多い！
＆重傷度が高い！

圃場等で前進中の「転落・横転」

●件数が多い怪我の部位

●月別事故発生件数

※「共済金支払データに基づく農作業事故の要因・傾向分析」から抜粋

●発生件数が多い！
 (重傷度は低い)

圃場等で前進中の「構造物に接触」
圃場等で旋回中の「転落・横転」

圃場等で前進中の「飛散物跳ね上げ」

●重傷度が高い！
 (発生件数は少ない)

１ｰ１３ 農機具別の発生状況⑥

⑭



刈払機

●発生件数が多い！
(重傷度は低い)

圃場等で前進中の「巻き込まれ」
圃場等で前進中の「飛散物跳ね上げ」

●件数が多い怪我の部位

●月別事故発生件数

※「共済金支払データに基づく農作業事故の要因・傾向分析」から抜粋

●重傷度が高い！
 (発生件数は少ない)

圃場等で前進中の「転落・横転」

１ｰ１４ 農機具別の発生状況⑦

⑮



チェーンソー

●発生件数が多い！
(重傷度は低い)

立木切断中の「巻き込まれ」
立木の枝の切断中の「巻き込まれ」

●件数が多い怪我の部位

●月別事故発生件数

※「共済金支払データに基づく農作業事故の要因・傾向分析」から抜粋

●重傷度が高い！
 (発生件数は少ない)

立木切断中の刃を除いた機械との「接触」

１ｰ１５ 農機具別の発生状況⑧

⑯



１ｰ１６ まとめ

⑰

①農業は他の産業に比べて、事故の発生率が高い

⇒何が危険かを知り、対策をすることが農作業安全に繋がる

農林水産省の調査によると、万が一があったとき、４３％の家族が農業経営から離れたという結果
があり、持続可能な農業を目指すうえで、農作業安全の取組みは必要不可欠なものです。
一方で、農業は他の産業に比べ、個人作業・家族経営が中心であり、農作業の安全について考え
る“機会”が少ない現状にあります。

⇒まずはその事実を認識し、安全に向けた意識を持つことが重要

②農作業事故のリスク・発生原因が明らかに

ＪＡ共済ＨＰ
「農作業事故の未然防止に向けた情報発信について」（ニュースリリース）

公表資料（概要版および詳細版）をご確認いただけます。

農作業事故のデータ分析結果の詳細はこちら



事故が疑似体験できる国内初となる農作業事故体験ＶＲを農研機構と共同開発！

２ｰ１ 農作業事故体験ＶＲのラインナップ

①乗用型トラクター
転倒事故

②コンバイン
巻き込まれ事故

③スピードスプレーヤー
挟まれ事故

④耕うん機
後進作業事故

⑤刈払機
刃との接触事故

⑱

⑥脚立
転落事故

⑦農用運搬機
転倒・積み卸し作業事故

⑧田植え機
巻き込まれ・転倒編

■農作業事故体験ＶＲコンテンツ一覧（全８本）



２ｰ２ 農作業事故防止の学習プログラム①

農作業事故の原因や対策について深く学べるプログラム

「ＶＲ映像」で農作業事故を疑似体験、自分ごと化 「学習動画」で事故の発生原因や安全対策を確認＋

⑲



２ｰ３ 農作業事故防止の学習プログラム②

㉒

農作業事故体験ＶＲを用いた研修会

これまでに全国42都道府県で

延べ558回開催

令和２年度より展開

2020年度応募のご案内

「持続可能な社会の実現に貢献している」等と高評価を得て、
（公財）日本デザイン振興会が主催する「グッドデザイン賞
（2020）」を受賞！

グッドデザイン賞とは、1957年に通商産業省が実施した
「グッドデザイン商品選定制度」が前身となっており、日本で
唯一の総合的なデザイン評価・推奨する取組みです。

デザインを通じて産業や生活文化を高める運動として、国内
外の多くの企業・団体やデザイナーが参加しています。

⑳

https://www.youtube.com/playlist?list=PLIfza47WqYNXl-GAy1iDVbsiTgvHYwLlZ


㉑

２ｰ４ 農作業事故防止の学習プログラム③

チラシによるＶＲ体験動画の振り返りができます！

ＶＲ動画をもとに
事故事例をイラストで紹介

チラシ裏面のＱＲコードからも
動画が視聴可能！

農作業事故体験VR動画は
こちらからもご覧いただけます

▲ ＪＡ共済の地域貢献活動ＨＰ
ちいきのきずな
「農作業事故体験ＶＲを活用
した学習プログラム」

各種動画をご視聴いただけます。



２ｰ５ ＶＲ機材等の活用方法

㉒㉒

VRゴーグルを計260台運用し、全国どこでも無償でお貸出ししております。
（一度に最大20台まで。送料等の費用も全てＪＡ共済連が負担。）

お問い合わせは、下記へお気軽にご連絡ください。
 ＪＡ共済連  全国本部 
農業・地域活動支援部 地域貢献運営Ｇ

 TEL：03-5215-9160

＜ご活用例＞

JA・自治体が行う農家向け・農作業安
全指導者向け研修会、農機展示会等
での体験会の他、将来の農業の担い手
支援の観点から、農業高校や大学の授
業でもご活用いただいています。



〇 農家・組合員・担い手の方々へ向けて、農作業安全を中心とした
さまざまな情報を発信するサイトです！

〇 農作業事故体験ＶＲ動画や各種チラシ・資材等についても
ご覧になれます！

農作業啓発特設サイト 「ＦＡＲＭＥＲＳ １ＳＴ」 を開設しました！

（ご紹介）

※アクセスは、
ＪＡ共済地域貢献活動ホームページ「ちいきのきずな」より、
お役立ちコンテンツ - くらし・営農 をクリック!!

ファーマーズ   ファースト R6.3末OPEN!!

二次元ｺｰﾄﾞ

からも!!

㉓

＜コンテンツ例＞



ＪＡ共済ではこれからも持続可能な農業に向けて貢献して参ります。
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